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●  区長提出議案として、令和５年度予算案、条例案、条例の一部改正案、報告な
ど49件が提出されました（令和５年度予算に対する各会派の意見は8～9面に、
審議の結果など詳細は、10～11面に掲載）。

●  議員提出議案として、条例案２件、条例の一部改正案３件が、委員会提出議案
として、条例案が１件提出されました（詳細は、10～11面に掲載）。

●  請願・陳情は、審議の結果、不採択８件、そのほかは継続審査となりました
（請願・陳情の結果は、11面に掲載）。

　大田区議会は、令和５年第１回定例会を２月15日から３月
10日までの24日間の会期で開きました。
　定例会では、区政の各分野における課題について、18名の
議員が質問し、議論しました（詳細は、２～５面に掲載）。ま
た、令和５年度予算を可決しました。

令和５年度
予算を可決

　今号のイラストは、呑川沿いに咲く桜の様子をイメージしています。呑川は貴重な自然環境資源として、大田区の中心を流れる河川です。呑川沿いの随所に見られる桜並木は、地域の方から親し
まれています。

予算が決まるまで 大田区議会は、定例会を年４回開催することが条例で定められています。
区の当初予算については、第１回定例会の中で審査し、議決します。予算審査の進め方

6
　予算が成立すると、４月から執行が可能になりま
す。年度途中で変更が必要になった場合は、「補正
予算案」が組まれ、議案
として付託委員会で審査、
本会議で議決します。

予算成立・執行 5
　予算は本会議で議決
（賛否のどちらかに議会
の意思を決定）します。
予算案を可決すると、区
の「当初予算」の成立と
なります。

議決 4
　委員会で審査した付託議案
（予算案）の審査結果を、委員
長が本会議で報告します。

委員長報告

3
　予算審査のために特
別に設置される委員会
です。予算案を詳しく
審査し、討論・採決を
行います。

予算特別委員会2
　議会に提出された議案の多くは委員会に送られ、
委員会で専門的に審査します。
これを「委員会に付託する」と
いいます。提出された予算案
は、予算特別委員会設置後、同
委員会に付託されます。

委員会付託

令和5年
度

予算書
（案）

令和5年
度

予算書

1
　区の当初予算案が確定すると、第１回定例会で、
区長から議案（議会で決める
案件）として提出されます。
　当初予算案の概要は、大田
区のホームページなどで公表
されています。

議案（予算案）提出
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録画中継
本会議などの様子を録画したテレビ中継映像
をインターネットで配信しています。

2詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。 質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。

令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
か
け
た
思
い

に
つ
い
て

問
任
期
最
後
と
な
る
５
年
度
予
算
案
の

感
想
と
思
い
を
伺
う
。

答
目
下
の
感
染
症
や
物
価
高
騰
へ
の
対

応
、
少
子
化
対
策
、
脱
炭
素
化
へ
の
対

応
、
区
の
発
展
の
礎
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
持
続
可
能
な
都
市
を
い
か
に

実
現
し
て
い
く
か
、
難
し
い
か
じ
取
り

が
求
め
ら
れ
る
編
成
作
業
で
あ
っ
た
。

限
ら
れ
た
財
源
を
区
民
生
活
に
欠
か
せ

な
い
学
校
施
設
の
環
境
改
善
や
公
共
施

設
の
維
持
更
新
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
な
ど
に
積
極
的
に
振
り
向
け
て
い
る
。

豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
、
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
施
策
を
心
掛
け
、
本
予
算
案
を

取
り
ま
と
め
た
。

問
増
加
す
る
新
た
な
行
政
需
要
に
対
応

す
る
た
め
の
財
源
の
確
保
、
既
存
の
事

務
事
業
に
係
る
コ
ス
ト
負
担
に
つ
い
て

伺
う
。

答
５
年
度
予
算
案
は
、
区
民
生
活
・
区

内
経
済
を
支
え
、
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
喫
緊
の
課
題
を
は
じ
め
、
世
帯
構

成
の
変
化
、
地
域
課
題
を
捉
え
た
包
摂

的
な
地
域
づ
く
り
、
地
域
経
済
の
持
続

的
な
発
展
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
行
政
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
政
策
を

盛
り
込
み
、
過
去
最
大
の
規
模
と
な
っ

た
。
特
別
区
民
税
は
、
個
人
所
得
の
増

加
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
２
・
７
％
増

の
約
７
３
４
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

特
別
区
交
付
金
は
、
前
年
度
比
６
・
２

％
増
の
約
７
９
７
億
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
増
収
を
活
用
し
、
新
た
な
施
策
の

構
築
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
計
画
的

な
事
業
推
進
を
図
り
、
歳
入
確
保
や
事

務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
施
策
の

新
陳
代
謝
に
取
り
組
み
、
事
務
事
業
の

成
果
の
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
の
両
立
を

図
っ
て
い
く
。

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
伴
走
型

支
援
に
つ
い
て

問
国
の
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
に
加

え
、
子
育
て
世
帯
が
よ
り
一
層
安
心
で

き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
、
区
へ
の

定
住
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
が
、

伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
４
年
度
か
ら
は
２
歳
児
の
養
育
家
庭

を
対
象
に
、
バ
ー
ス
デ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
実
施
し
、
５
年
度
か
ら
は
、
伴
走

型
相
談
支
援
の
更
な
る
充
実
を
図
る
。

具
体
的
に
は
、
１
歳
児
の
養
育
家
庭
を

対
象
に
、
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
新
た
に
開
始
し
、
対
象
と
な
る

家
庭
へ
３
万
円
相
当
の
ギ
フ
ト
を
支
給

し
、
そ
の
際
に
状
況
に
応
じ
た
個
別
支

援
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
０
歳
か
ら

２
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
転
入

世
帯
を
対
象
に
、
専
門
職
に
よ
る
面
接

を
行
い
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

つ
な
ぐ
と
と
も
に
、
５
千
円
相
当
の
ギ

フ
ト
を
支
給
す
る
。
妊
娠
期
か
ら
の
切

れ
目
の
な
い
伴
走
型
相
談
支
援
を
き
め

細
か
く
行
い
、
環
境
を
整
え
て
い
く
。

産
業
支
援
施
策
の
「
成
果
の
見
え
る
化
」

に
つ
い
て

問
産
業
支
援
施
策
の
「
成
果
の
見
え
る

化
」
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
区

長
の
見
解
を
伺
う
。

答
大
田
区
産
業
振
興
協
会
の
支
援
策
を

活
用
し
た
事
業
者
の
成
長
を
継
続
的
に

調
査
・
分
析
し
、
産
業
支
援
施
策
の
成

果
の
見
え
る
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
際
教
育
に
つ
い
て

問
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

教
育
と
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
や
内
容

で
実
施
す
る
の
か
、
教
育
長
の
見
解
を

伺
う
。

答
子
ど
も
た
ち
が
英
語
力
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
、

外
国
籍
の
人
た
ち
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
共
に
生
き
て

い
く
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。
大
森
東
小
学
校
を
お
お
た
国
際

教
育
推
進
校
と
し
、
様
々
な
国
の
歴
史

や
文
化
を
学
び
、
英
語
を
活
用
し
て
発

信
す
る
。
ま
た
、
英
語
の
学
び
を
深
め

る
た
め
、
学
習
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

そ
の
成
果
を
他
校
の
国
際
教
育
に
い
か

し
て
い
く
。

治
安
の
良
い
大
田
区
に
つ
い
て

問
多
く
の
人
に
選
ば
れ
る
大
田
区
に
な

る
た
め
に
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
更
な
る
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。
見

解
を
伺
う
。

答
治
安
向
上
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、

自
治
会
・
町
会
、
商
店
街
と
連
携
し
、

約
１
５
０
０
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
学
校
や
通
学
路
へ
の

設
置
も
進
め
て
き
た
。
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
学
校
や
通
学
路
へ
の
追
加
の

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

区
長
の
描
い
た
社
会
実
現
に
つ
い
て

問
区
長
が
16
年
前
に
思
い
描
い
た
社
会

に
近
づ
け
た
の
か
伺
う
。

答
困
難
を
乗
り
越
え
、
当
初
思
い
描
い

た
以
上
に
、
地
域
と
共
に
大
田
区
は
大

き
く
成
長
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
区

民
、
区
議
会
、
関
係
者
の
方
に
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

大
軍
拡
ス
ト
ッ
プ
の
平
和
の
区
政
へ

問
岸
田
政
権
が
行
っ
て
い
る
大
軍
拡
路

線
は
、
先
の
定
例
会
で
の
「
大
田
区
平

和
都
市
宣
言
」
を
引
用
し
た
区
長
答
弁

の
立
場
と
反
対
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。
ま
た
、
平
和
へ
の
思
い

を
一
つ
に
す
る
た
め
、
平
和
へ
の
発
信

を
求
め
る
。

答
各
種
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
平
和
へ
の
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

地
方
自
治
体
の
役
割
を
果
た
し
、
暮
ら

し
に
希
望
が
持
て
る
新
年
度
予
算
へ

問
今
予
算
案
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

は
消
費
喚
起
で
あ
り
、
事
業
者
支
援
は

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
設
備
投
資
へ

の
融
資
で
あ
り
、
低
所
得
者
を
含
め
た

物
価
高
騰
対
策
に
は
な
ら
な
い
。
区
民

が
一
番
関
心
の
高
い
物
価
高
騰
対
策
を

予
算
に
ど
う
反
映
さ
せ
た
の
か
が
不
明

確
で
あ
る
。
物
価
高
騰
に
よ
る
区
民
へ

の
影
響
調
査
と
対
策
を
求
め
る
。

答
個
々
対
象
の
直
接
的
支
援
は
慎
重
に

捉
え
、
影
響
調
査
の
予
定
は
な
い
。

問
物
価
高
騰
で
緊
急
事
態
の
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
で
１
年
間
延
長
さ
れ
た
公
共
施

設
使
用
料
の
約
８
千
万
円
の
値
上
げ
が
、

受
益
者
負
担
を
理
由
に
２
０
２
２
年
度

か
ら
行
わ
れ
た
。
考
え
を
改
め
、
値
上

げ
前
に
戻
す
こ
と
を
求
め
る
。

答
受
益
者
負
担
の
考
え
の
も
と
、
公
平

性
か
ら
利
用
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
。

問
都
の
第
２
子
の
保
育
料
無
償
化
に
よ

り
区
負
担
分
が
減
額
さ
れ
る
が
、
こ
れ

を
財
源
に
子
育
て
支
援
策
を
充
実
す
べ

き
。

答
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
新
年
度
で
16
億
円
余
の
予
算
額
と
な

り
、
議
会
や
区
民
に
説
明
責
任
を
果
た

し
て
お
ら
ず
、
３
６
０
億
円
以
上
の
税

金
が
投
入
さ
れ
る
予
定
で
区
民
が
犠
牲

に
な
り
か
ね
な
い
新
空
港
線
や
沿
線
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
。

答
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

問
事
務
事
業
見
直
し
で
削
減
さ
れ
た
施

策
は
、
区
民
が
真
に
必
要
と
す
る
施
策

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
こ
れ

は
障
が
い
者
な
ど
社
会
的
弱
者
と
言
わ

れ
て
い
る
方
へ
の
予
算
の
切
り
捨
て
で

あ
り
、
予
算
を
増
額
す
べ
き
。

答
見
直
し
・
再
構
築
は
精
査
の
結
果
で

あ
り
、
予
算
を
増
額
す
る
考
え
は
な
い
。

問
公
共
施
設
の
工
事
な
ど
、
職
員
の
技

術
の
継
承
や
高
度
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
に
も
、
技
術
を
継
承
す
る
体
制
・

計
画
を
作
る
こ
と
や
正
規
職
員
を
増
や

す
こ
と
を
求
め
る
。

答
組
織
体
制
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

問
選
択
的
夫
婦
別
姓
・
同
性
婚
を
国
に

求
め
る
こ
と
や
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

条
例
の
制
定
な
ど
を
区
に
求
め
る
。

答
引
き
続
き
、
国
な
ど
に
お
け
る
議
論

の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

湯
本
良
太
郎

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

松
原
区
政
16
年
の
集
大
成
を

未
来
に
引
き
継
ぐ

大
竹
　辰
治

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

平
和
で
も
、
暮
ら
し
で
も
、

希
望
が
持
て
る
区
政
へ

議会ライブ中継のご案内

  本会議及び予算・決算特別委員会の様子を、デジタルサ
イネージ（電子看板）などでライブ中継しています。中継
をご覧になれる施設は、次のとおりです。

●区役所本庁舎１階ロビー
●特別出張所（18か所）
●大田区総合体育館

●大田区民ホール・アプリコ
●大田区産業プラザPiO

ホームページのご案内
　議会の新着情報や議員名簿、会議日程などをお
知らせしています。ぜひご活用ください。

大田区議会 検索

簡単 アクセス！

＊おおた国際教育推進校
　（２面３段・14行目）

　国際都市おおたの実現に資する国際
教育を推進するための事業である。大
森東小学校がおおた国際教育推進校と
して指定され、令和５年度から「お
おたグローバルコミュニケーション
（OGC）」の学習を開始する。

用 語 解 説

の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。



No.255 令和5年4月25日発行

会議録検索システム
区議会の会議録を検索・閲覧できるシステ
ムを区議会ホームページに掲載しています。

3 詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。 質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。

ふ
る
さ
と
納
税
で
財
源
が
流
出
し
て
い

る
問
題
に
つ
い
て

問
制
度
に
反
対
と
だ
け
言
っ
て
い
て
も

流
れ
は
止
ま
ら
ず
、
税
収
減
で
区
政
運

営
に
影
響
を
与
え
て
い
る
現
状
を
区
民

に
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
危
機

感
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
が
、
区
の
見
解

を
伺
う
。

答
令
和
５
年
度
予
算
案
で
推
計
す
る
と

約
59
億
円
の
影
響
が
見
込
ま
れ
、
看
過

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
制
度
の
見
直

し
を
引
き
続
き
強
く
求
め
て
い
く
と
と

も
に
、
区
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
や
区

が
持
つ
様
々
な
資
源
を
応
援
す
る
形
で

寄
付
を
募
る
な
ど
、
税
収
減
へ
の
対
応

策
に
つ
い
て
、
他
区
の
動
向
も
注
視
し

つ
つ
、
危
機
感
を
持
ち
、
検
討
を
し
て

い
く
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
つ
い
て

問
多
様
化
す
る
区
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
か

つ
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
に
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
窓
口
を
開
設
す

る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
区
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

答
区
は
情
報
化
推
進
計
画
に
お
い
て
、

「
利
便
性
の
高
い
行
政
手
続
き
窓
口
サ

ー
ビ
ス
の
推
進
」
を
掲
げ
、
時
間
・
場

所
を
問
わ
ず
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
な
ど
に
お
け
る
各
種

電
子
申
請
を
デ
ジ
タ
ル
の
窓
口
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
子
育
て

・
就
学
関
連
の
手
続
き
な
ど
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
進
め
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

問
来
庁
者
の
目
的
を
可
能
な
限
り
１
か

所
で
案
内
で
き
る
仕
組
み
を
設
置
・
拡

大
し
、
来
庁
者
に
と
っ
て
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、

将
来
的
に
は
総
合
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
の
創
設
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

で
は
な
い
か
。
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
目
的
、
分
野
ご
と
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
含
め
、
今
後

も
来
庁
者
の
利
便
性
の
向
上
に
向
け
、

更
な
る
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
の
取
得
に
お
い

て
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
利
用
し

や
す
い
形
で
導
入
を
進
め
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
５
年
５
月
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
電
子
証
明
書
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
搭
載
さ
れ
る
予
定
で
、
利
便
性
が

更
に
向
上
す
る
も
の
と
考
え
る
。
引
き

続
き
、
国
の
動
き
を
注
視
し
つ
つ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
へ
の
対
応
な
ど
行
政
手

続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
。

問
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
窓

口
と
し
て
、
情
報
発
信
を
す
る
ほ
か
様

々
な
住
民
手
続
き
や
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

に
よ
る
問
い
合
わ
せ
対
応
な
ど
、
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
要
望
す
る
が
、
区
の
見

解
を
伺
う
。

答
区
民
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
情
報
配
信
の
ほ
か
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
対
応
な
ど
、
機

能
の
拡
充
を
進
め
て
い
く
。

問
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
独
自
の
ポ
イ
ン

ト
を
踏
ま
え
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

自
治
体
独
自
の
ポ
イ
ン
ト
給
付
策
で
あ

る
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
や
近
隣
自

治
体
、
他
の
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
の
連
携

・
集
約
の
可
否
な
ど
最
適
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
向
け
た
研
究
を
進

め
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
新
空
港
線
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
未
来

に
残
る
ま
ち
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
区

長
の
鉄
道
と
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思

い
を
伺
う
。

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
私
も
常
に
胸
に
付

け
、
様
々
な
場
面
で
一
緒
に
活
動
し
て

き
た
。
区
制
70
周
年
と
い
う
節
目
を
一

緒
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
も
含
め
て
、
こ

の
か
わ
い
ら
し
い
は
ね
ぴ
ょ
ん
と
と
も

に
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
大
田
区
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
ま
さ
に
二
人
三
脚
で
〟ぴ
ょ

ん
ぴ
ょ
ん〝
と
跳
び
回
っ
て
き
た
と
考

え
て
い
る
。
お
か
げ
さ
ま
で
は
ね
ぴ
ょ

ん
も
多
く
の
方
に
応
援
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
、
熱
烈
な
フ
ァ
ン
の
方
も

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
は
ね
ぴ
ょ
ん
の
魅
力
を
よ
り
多
く

の
方
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い

く
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
考

え
て
い
る
。
は
ね
ぴ
ょ
ん
へ
の
興
味
を

き
っ
か
け
に
、
大
田
区
に
注
目
し
、
実

際
に
訪
れ
て
く
れ
る
方
が
増
え
れ
ば
、

区
内
で
の
経
済
循
環
の
創
出
に
も
つ
な

が
り
、
区
内
産
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て

観
光
産
業
が
更
に
発
展
し
て
い
く
。
こ

う
し
た
好
循
環
を
生
み
出
す
産
業
政
策

は
も
と
よ
り
、
区
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
広
報
施
策
を
は
じ
め
、
様
々
な
区
政

の
取
り
組
み
を
周
知
し
て
い
く
、
ま
さ

に
「
公
式
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
し

て
、
は
ね
ぴ
ょ
ん
が
ま
す
ま
す
羽
ば
た

い
て
い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

る
。こ

れ
ま
で
の
区
政
運
営
に
つ
い
て

問
区
組
織
を
け
ん
引
す
る
上
で
何
を
大

切
に
し
て
き
た
か
。
ま
た
、
区
長
の
政

策
を
具
体
化
す
る
に
は
職
員
一
人
ひ
と

り
の
力
が
結
集
し
な
け
れ
ば
成
し
え
な

か
っ
た
と
考
え
る
が
、
共
に
戦
っ
て
き

た
職
員
に
対
す
る
思
い
を
伺
う
。

答
４
千
人
以
上
の
職
員
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
大
田
区
役
所
と
い
う
大
き
な
組
織

を
率
い
て
き
た
区
長
と
し
て
、
私
は
大

田
区
が
何
を
目
指
し
、
ど
う
い
っ
た
方

向
性
で
行
政
運
営
を
進
め
る
の
か
、
自

ら
先
頭
に
立
ち
、
区
民
や
関
係
団
体
な

ど
、
様
々
な
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

答
鉄
道
と
と
も
に
発
展
す
る
大
田
の
ま

ち
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
残
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
無
秩
序
な
開
発
を

防
ぎ
、
新
空
港
線
整
備
の
効
果
が
ま
ち

全
体
に
行
き
渡
る
よ
う
、
地
域
の
方
と

同
じ
方
向
を
向
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
都
市

開
発
の
機
運
を
醸
成
し
、
民
間
活
力
も

最
大
限
に
引
き
出
し
な
が
ら
効
率
的
・

効
果
的
な
都
市
経
営
を
し
て
い
く
。

英
語
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

問
「
国
際
都
市
お
お
た
」
と
し
て
も
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
を
更
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
早

期
か
ら
英
語
学
習
に
取
り
組
む
推
進
校

の
指
定
と
構
想
に
つ
い
て
伺
う
。

答
お
お
た
国
際
教
育
推
進
校
と
し
て
指

定
し
て
い
る
大
森
東
小
学
校
で
は
、
実

用
的
な
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
育
成
し
て
い
る
。
積
極
的

に
英
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
よ
う
と
す
る
意
欲
と
自
信
を
育
て
、

他
の
小
学
校
に
も
普
及
す
る
よ
う
に
検

討
を
重
ね
て
い
く
。

大
田
区
の
観
光
に
つ
い
て

問
区
長
が
「
生
み
の
親
」
で
あ
る
と
い

え
る
は
ね
ぴ
ょ
ん
の
人
気
を
更
に
高
め
、

そ
れ
を
通
じ
た
大
田
区
の
「
知
名
度
の

向
上
や
注
目
さ
れ
る
自
治
体
」
と
な
る

た
め
の
取
り
組
み
に
一
層
注
力
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
は
ね
ぴ
ょ
ん
に
対
す
る

区
長
の
思
い
と
あ
わ
せ
て
見
解
を
求
め

る
。

答
大
田
区
公
式
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

あ
る
は
ね
ぴ
ょ
ん
は
、
区
制
70
周
年
を

目
前
に
控
え
た
平
成
28
年
に
誕
生
し
た
。

そ
の
名
前
は
、
多
く
の
応
募
の
中
か
ら
、

大
田
区
だ
け
が
持
つ
日
本
の
空
の
玄
関

口
「
羽
田
空
港
」
の
〟は
ね〝
、
そ
し

て
桜
の
名
所
や
銭
湯
な
ど
の
地
域
資
源

を
〟ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん〝
と
駆
け
巡
る
さ

ま
を
表
し
、
は
ね
ぴ
ょ
ん
と
名
付
け
た

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
い
て
、
職
員
に
区

政
運
営
の
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に

示
し
、
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
た
。
職
員
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
は

多
岐
に
わ
た
り
、
個
々
の
成
す
べ
き
目

標
は
様
々
だ
が
、
区
と
し
て
目
指
す
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
日
々

区
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
一
致
団
結
し
て
ま
い
進
す
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

松
本
　洋
之

大
田
区
議
会
公
明
党

住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た

と
感
じ
る
大
田
区
に

植
田
　智
一

令
和
大
田
区
議
団
（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

松
原
区
政
16
年
と

こ
れ
か
ら
の
大
田
の
ま
ち
づ
く
り

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
令
和
5
年
1
月
20
日
に
岸
田
総
理
よ

り
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
位

置
付
け
を
、
患
者
を
原
則
隔
離
す
る
２

類
相
当
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等

の
５
類
に
変
更
す
る
」
旨
の
発
言
が
あ

り
、
１
月
27
日
に
は
国
の
対
策
本
部
よ

り
５
月
８
日
か
ら
変
更
す
る
も
の
と
し

て
、
そ
の
方
針
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
は
極
め
て
大
き
な
変
更
と
な

る
た
め
、
区
で
は
国
や
都
の
動
き
を
注

視
し
、
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

な
ど
の
４
年
秋
開
始
接
種
は
、
約
30
万

人
の
方
が
接
種
を
完
了
し
て
お
り
、
今

後
も
安
全
・
安
心
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
（
仮
称
）
大
田
区
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　
児
童
相
談
所
運
営
の
中
核
的
な
人
材

と
な
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
育
成
に
向

け
、
職
員
の
再
派
遣
な
ど
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
５
年
度
は
一
時

保
護
所
職
員
な
ど
の
支
援
ス
キ
ル
向
上

の
た
め
、
「
児
童
自
立
支
援
施
設
」
へ

の
派
遣
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
施
設

整
備
に
お
い
て
は
建
設
工
事
の
大
方
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
定
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ま
で
「
８
年
度
以
降
」
と
し

て
い
た
開
設
時
期
に
つ
い
て
、
「
８
年

度
中
の
開
設
」
を
目
指
し
て
準
備
を
加

速
さ
せ
、
一
元
的
か
つ
総
合
的
な
子
ど

も
家
庭
支
援
体
制
を
構
築
し
、
お
お
た

の
子
ど
も
を
守
る
た
め
、
開
設
に
向
け

着
実
に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
新
空
港
線
と
ま
ち
づ
く
り

　
区
の
40
年
来
の
悲
願
で
あ
る
新
空
港

線
に
関
し
、
４
年
は
大
き
く
前
進
し
た

一
年
で
し
た
。
長
年
の
課
題
と
な
っ
て

い
た
地
方
負
担
分
の
都
区
の
費
用
負
担

割
合
な
ど
に
つ
い
て
合
意
し
、
整
備
主

体
と
な
る
羽
田
エ
ア
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
株

式
会
社
を
設
立
す
る
な
ど
、
事
業
化
に

向
け
大
き
く
進
展
い
た
し
ま
し
た
。
大

田
区
新
空
港
線
「
蒲
蒲
線
」
整
備
促
進

区
民
協
議
会
で
は
、
「
鉄
道
と
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
行
い
、
蒲
田

を
は
じ
め
と
す
る
区
内
の
ま
ち
づ
く
り

を
加
速
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力

溢
れ
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
人
が
交
流

し
て
に
ぎ
わ
う
大
田
の
ま
ち
に
な
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
新
年
度
予
算
編
成

　
５
年
度
は
、
「
地
域
課
題
に
立
ち
向

か
い
、
ひ
と
と
ま
ち
に
寄
り
添
い
、
豊

か
さ
と
成
長
が
両
立
す
る
持
続
可
能
な

未
来
へ
の
歩
み
を
着
実
に
進
め
る
予

算
」
と
位
置
付
け
、
予
算
編
成
上
の
重

点
課
題
と
し
て
３
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ

ま
し
た
。
1
つ
目
は
「
感
染
症
を
は
じ

め
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
自
然
災
害
な
ど

危
機
に
直
面
す
る
区
民
生
活
を
支
え
、

地
域
の
強
靭
化
に
よ
り
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
取
組
」
、
２
つ
目
に
「
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
学
び
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
誰
も
が
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
活
躍
し
、
成
長

を
支
え
る
包
摂
的
な
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
取
組
」
、
３
つ
目
は
「
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
脱
炭
素
を

意
識
し
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展

と
快
適
で
魅
力
あ
る
都
市
機
能
の
向
上

に
よ
り
都
市
間
競
争
に
打
ち
克
つ
取
組

の
３
つ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
に
優
先
的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

事
務
事
業
の
成
果
向
上
と
コ
ス
ト
精
査

を
通
じ
財
政
の
質
を
高
め
つ
つ
、
そ
の

健
全
性
を
維
持
し
、
既
存
施
策
の
延
長

線
に
と
ど
ま
ら
ず
、
区
の
成
長
を
高
め

る
実
行
力
あ
る
施
策
の
構
築
に
向
け
、

大
胆
な
発
想
で
施
策
の
新
陳
代
謝
を
積

極
果
敢
に
進
め
、
限
り
あ
る
経
営
資
源

を
効
果
的
・
効
率
的
に
配
分
い
た
し
ま

し
た
。

松原 忠義
区長

区長
挨拶
（抜粋）

」
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岡
元

　由
美

大
田
区
議
会
公
明
党

が
ん
患
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問
都
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
費
を
補
助
す
る
制
度

を
新
設
す
べ
き
。
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
が
ん
の
治
療
に
伴
う
外
見
の
変
化
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
の
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の

購
入
に
係
る
助
成
を
新
た
に
開
始
す
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の
助

成
に
つ
い
て

問
都
の
補
助
を
活
用
し
て
助
成
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
。
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
帯
状
疱
疹
は
治
癒
後
も
後
遺
症
と
し

て
痛
み
が
残
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
安
心
し
て
生
活
を

送
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
。
今
後
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
の

実
施
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

産
前
・
産
後
の
母
親
に
寄
り
添
う
支
援

に
つ
い
て

問
妊
産
婦
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
切
れ

目
な
い
支
援
を
し
て
い
く
の
か
、
伺
う
。

答
孤
立
化
と
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
は
、
児
童
虐
待
や

妊
産
婦
の
自
殺
を
未
然
に
防
止
す
る
上

で
大
変
重
要
で
あ
る
。
全
て
の
妊
産
婦

の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
切

れ
目
の
な
い
伴
走
型
相
談
支
援
を
更
に

き
め
細
か
に
実
施
し
、
関
係
部
局
が
一

層
緊
密
に
連
携
し
て
母
子
保
健
と
児
童

福
祉
の
一
体
的
な
支
援
を
進
め
て
い
く
。

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

問
区
の
不
登
校
出
現
率
は
国
や
都
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。
欠
席
が
長
期
化

し
な
い
た
め
の
対
策
を
伺
う
。

答
学
校
か
ら
児
童
・
生
徒
や
家
庭
へ
不

断
の
働
き
掛
け
を
行
う
こ
と
を
、
改
め

て
管
理
職
や
教
職
員
に
周
知
し
て
い
く
。

ま
た
、
ケ
ー
ス
会
議
を
継
続
的
に
開
き
、

地
域
社
会
総
が
か
り
の
組
織
づ
く
り
を

行
う
よ
う
、
各
校
に
働
き
掛
け
る
。
不

登
校
状
態
に
あ
る
児
童
・
生
徒
一
人
ひ

と
り
を
常
に
意
識
で
き
る
教
師
で
あ
る

こ
と
が
、
最
大
の
不
登
校
対
策
で
あ
る
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
活
動
を
実

現
で
き
る
教
師
を
育
成
し
て
い
く
。

広
川
恵
美
子

大
田
区
議
会
公
明
党

大
田
区
の
公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て

問
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
施
設
整
備
の
根

幹
は
、
施
設
数
を
減
ら
す
こ
と
に
あ
る
。

公
共
施
設
の
集
約
化
・
複
合
化
に
よ
る

移
動
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
を

見
越
し
た
交
通
政
策
と
抱
き
合
わ
せ
が

必
要
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
大
田
区
交
通
政
策
基
本
計
画
の
中
で
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
様
々
な
移

動
手
段
を
選
択
で
き
る
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
基
本
方
針
の
一
つ
と
し
て
掲

げ
て
い
る
。
将
来
を
見
据
え
、
新
技
術

を
活
用
し
た
交
通
施
策
の
推
進
と
そ
れ

に
合
わ
せ
た
公
共
施
設
の
削
減
に
つ
い

て
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
て

い
く
。

問
公
共
施
設
の
利
活
用
に
係
る
売
却
と

集
約
化
の
両
立
に
つ
い
て
、
区
の
考
え

を
伺
う
。

答
区
で
は
施
設
重
視
か
ら
機
能
重
視
へ

の
転
換
に
よ
る
施
設
の
集
約
及
び
有
効

活
用
と
い
っ
た
考
え
の
も
と
、
施
設
の

複
合
化
に
加
え
、
類
似
機
能
に
つ
い
て

は
、
集
約
化
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も

施
設
の
複
合
化
や
集
約
化
を
は
じ
め
、

未
利
用
地
の
売
却
に
よ
る
総
量
抑
制
を

進
め
る
な
ど
、
効
果
的
・
効
率
的
な
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
・
向
上
を
実
現
し
て
い
く
。

産
業
振
興
構
想
に
つ
い
て

問
経
営
者
や
従
業
員
の
高
齢
化
が
進
む

中
、
産
業
が
維
持
発
展
す
る
た
め
の
事

業
承
継
・
廃
業
の
支
援
に
つ
い
て
、
区

の
考
え
を
伺
う
。

答
令
和
４
年
よ
り
産
業
プ
ラ
ザ
に
Ｐ
ｉ

Ｏ
フ
ロ
ン
ト
を
設
け
、
最
適
な
専
門
家

や
機
関
を
紹
介
し
、
支
援
も
行
っ
て
い

る
。
廃
業
に
つ
い
て
も
手
続
き
や
税
な

ど
、
様
々
な
専
門
家
と
連
携
し
て
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。
各
企
業
の
個
別
の
状
況
や

社
長
の
意
向
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
う

こ
と
で
、
事
業
を
終
え
る
方
に
も
安
心

し
て
手
続
き
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

黒
沼
　良
光

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

「
公
民
連
携
」
は
、
市
場
取
引
が
原
則

で
民
間
に
利
益
を
与
え
る
の
で
、
公
の

責
任
で
区
政
運
営
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て

問
公
民
連
携
は
、
市
場
取
引
の
原
則
を

持
ち
込
み
、
民
間
大
企
業
に
利
益
の
機

会
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
福

祉
施
策
で
直
営
を
基
本
と
す
べ
き
。

答
公
民
連
携
は
公
的
責
任
を
否
定
す
る

よ
う
な
も
の
で
は
全
く
な
い
。

指
定
管
理
者
制
度
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
は
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て

問
公
の
施
設
は
、
税
金
に
基
づ
く
租
税

民
主
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

も
う
け
の
機
会
に
し
て
し
ま
っ
た
。
指

定
管
理
者
制
度
は
直
営
に
戻
す
べ
き
。

答
本
制
度
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上

し
、
施
設
の
設
置
目
的
を
効
果
的
に
達

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

問
区
の
予
算
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
推
進
の
た
め
、
事
業
者
向
け
支
援
は

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
補
助
金
に
切
り

替
え
る
べ
き
。

答
限
ら
れ
た
取
り
組
み
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
目
標
が
達
成
で
き
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。高

瀬
　三
徳

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

マ
ン
シ
ョ
ン
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

問
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定
に
際
し
、

定
住
促
進
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
成
果
指
標
を
設
定
し
、
社
会
状
況
や

区
民
意
識
の
変
化
を
把
握
・
分
析
す
る

た
め
参
考
指
標
を
設
け
る
。
誰
も
が
生

涯
に
わ
た
り
、
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
住

ま
い
と
住
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
。

問
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
替
え
事
例

を
受
け
止
め
、
今
後
の
住
宅
施
策
に
ど

う
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
立
地
条
件
、
要
除
却
認
定
に
よ
る
容

積
率
の
緩
和
制
度
の
有
効
活
用
、
区
分

所
有
者
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

建
て
替
え
決
議
に
至
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
建
て
替
え
制
度
の
周
知
と
相
談
を

実
施
し
、
支
援
に
努
め
て
い
く
。

大
森
駅
西
口
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
大
森
駅
西
口
周
辺
の
都
市
計
画
事
業

の
経
過
報
告
と
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答
地
権
者
及
び
地
域
の
方
へ
資
料
の
送

付
や
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
周
知
に

努
め
て
い
く
。
測
量
は
計
画
ど
お
り
で
、

設
計
は
認
可
申
請
の
資
料
な
ど
を
作
成

し
て
い
る
。
区
民
の
理
解
と
協
力
を
得

て
境
界
立
ち
会
い
を
実
施
し
、
令
和
５

年
の
秋
を
目
途
に
認
可
申
請
を
行
い
、

事
業
の
着
手
へ
と
進
む
計
画
で
あ
る
。

問
大
森
駅
西
口
周
辺
の
都
市
計
画
事
業

を
進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
歴
史
や
文

化
の
継
承
に
つ
な
が
る
整
備
も
実
現
し

て
ほ
し
い
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
馬
込
文
士
村
や
大
森
貝
塚
な
ど
多
く

の
歴
史
文
化
が
今
も
残
っ
て
お
り
、
大

森
駅
周
辺
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
魅
力
あ

る
資
源
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
。

問
鉄
道
沿
線
ま
ち
づ
く
り
構
想
素
案
の

中
で
、
大
森
地
域
の
将
来
像
を
伺
う
。

答
新
空
港
線
の
整
備
を
機
に
、
今
後
、

民
間
の
都
市
開
発
が
予
想
さ
れ
る
。
各

地
域
の
課
題
解
決
に
官
民
が
協
働
し
、

利
便
性
の
高
い
都
市
空
間
を
創
出
し
、

こ
の
間
の
状
況
変
化
を
捉
え
、
魅
力
あ

る
鉄
道
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

行
っ
て
い
く
。岸

田
　哲
治

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

高
齢
者
介
護
に
つ
い
て

問
「
２
０
２
５
年
問
題
」
に
向
け
て
、

高
齢
福
祉
・
次
期
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
計
画
策
定

を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

問
施
設
整
備
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。
積
極
的
に
介
護
施
設
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
在
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
も
充
実
さ
せ
る
。

問
介
護
人
材
の
確
保
、
育
成
に
つ
い
て

伺
う
。

答
介
護
・
福
祉
従
事
者
が
分
野
や
種
別

を
超
え
て
、
連
携
を
強
化
し
、
人
材
確

保
と
育
成
に
努
め
て
い
く
。

問
介
護
し
て
い
る
家
族
の
負
担
軽
減
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答
家
族
が
孤
立
し
な
い
よ
う
支
援
を
続

け
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
更
な
る
基

盤
整
備
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問
高
齢
者
の
夫
婦
世
帯
・
単
独
世
帯
へ

の
関
わ
り
に
つ
い
て
伺
う
。

答
老
人
い
こ
い
の
家
、
シ
ニ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
活
用
や
民
間
事
業
者
を
含
め

た
地
域
資
源
と
連
携
し
、
取
り
組
み
を

着
実
に
進
め
て
い
く
。

問
介
護
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
産
業
分
野
と
も
連
携
し
、
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
た
め
の
研
修
や

各
種
制
度
の
情
報
提
供
な
ど
に
努
め
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問
外
国
人
の
生
活
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

答
日
本
語
指
導
を
実
施
し
、
在
留
手
続

き
や
子
育
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

生
活
を
支
援
し
、
共
生
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

東
工
大
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

問
東
工
大
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
。

答
教
授
や
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら

れ
、
科
学
へ
の
興
味
を
高
め
る
良
い
機

会
に
な
っ
て
い
る
。
小
、
中
、
高
、
大

と
連
続
性
の
あ
る
科
学
教
育
が
展
開
で

き
る
よ
う
、
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

大
森

　昭
彦

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

呑
川
の
水
質
改
善
に
つ
い
て

問
水
質
改
善
の
高
濃
度
酸
素
水
浄
化
施

設
の
運
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
基
本
的
に
浄
化
が
必
要
な
時
期
に
は
、

24
時
間
継
続
し
て
稼
働
し
て
い
る
。

問
浄
化
施
設
が
稼
働
し
始
め
た
令
和
３

年
度
以
降
の
効
果
検
証
に
つ
い
て
伺
う
。

答
水
質
悪
化
の
原
因
で
あ
る
ス
カ
ム
の

発
生
は
そ
れ
ま
で
と
比
較
し
て
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

問
西
蒲
田
一
丁
目
の
呑
川
の
水
質
を
改

善
す
る
た
め
の
浄
化
施
設
の
増
設
に
つ

い
て
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
都
と
協
議
し
た
結
果
、
ま
ず
１
か
所

を
設
置
し
、
効
果
検
証
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
浄
化
施
設
の
増
設
の
必
要
性

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
水
質
改
善
に
向
け
た
職
員
の
人
材
育

成
に
つ
い
て
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
東
京
工
業
大
学
な
ど
の
学
識
者
に
よ

る
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
よ
り
効
果
的
な

水
質
改
善
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

蒲
田
の
ま
ち
づ
く
り
（
呑
川
関
連
）
に

つ
い
て

問
区
と
し
て
呑
川
沿
い
を
ど
の
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

答
人
々
が
散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
回
遊

性
に
配
慮
し
た
歩
行
者
空
間
を
創
出
す

る
こ
と
で
、
思
わ
ず
歩
き
た
く
な
り
、

四
季
を
通
じ
て
自
然
や
潤
い
が
感
じ
ら

れ
る
歩
行
者
に
や
さ
し
い
呑
川
沿
い
の

散
策
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画

に
つ
い
て

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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問
区
が
優
先
的
に
支
援
す
る
計
画
づ
く

り
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
避
難
計
画
を
自
身
で
作
成
す
る
方
に

は
、
個
別
避
難
計
画
書
の
様
式
を
直
接

送
付
し
、
周
知
の
徹
底
や
計
画
作
成
を

促
進
し
て
い
く
。
作
成
さ
れ
た
計
画
書

を
も
と
に
全
容
の
把
握
と
分
析
に
取
り

組
む
。
ま
た
、
地
域
ご
と
の
課
題
や
必

要
な
支
援
を
検
討
し
、
避
難
行
動
要
支

援
者
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

渡
司

　
　幸

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

若
者
支
援
に
つ
い
て

問
「
大
田
区
若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

フ
ラ
ッ
ト
お
お
た
」
の
相
談
状
況
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
現
在
、
チ
ャ
ッ
ト
相
談
が
約
３
割
で

あ
る
。
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

相
談
機
能
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答
「
フ
ラ
ッ
ト
お
お
た
」
を
拠
点
と
し

て
社
会
参
画
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、

地
域
活
動
団
体
や
関
係
機
関
な
ど
と
連

携
し
、
取
り
組
み
を
拡
充
し
て
い
く
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問
「
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
事
業
」
な
ど
、
特

定
分
野
の
専
門
家
の
確
保
が
必
要
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答
よ
り
高
度
な
課
題
へ
の
対
応
が
で
き

る
人
材
確
保
の
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
大
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。

問
中
小
企
業
の
方
に
、
自
社
に
合
っ
た

支
援
策
を
探
す
こ
と
が
で
き
、
相
談
支

援
に
つ
な
げ
る
機
会
の
拡
大
が
必
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
「
Ｐ
ｉ
Ｏ
フ
ロ
ン
ト
」
で
は
、
開
設

か
ら
10
か
月
間
で
５
０
０
件
を
超
え
る

相
談
に
対
応
し
た
。
対
面
相
談
、
巡
回

の
機
会
、
お
お
た
デ
ジ
タ
ル
ピ
オ
な
ど

を
活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
へ
積

極
的
に
導
い
て
い
く
。

子
ど
も
の
生
活
応
援
に
つ
い
て

問
全
て
の
子
ど
も
が
充
実
し
た
長
期
休

暇
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子

ど
も
の
経
験
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
家
庭
環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

多
様
な
経
験
が
で
き
る
よ
う
、
大
田
区

子
ど
も
生
活
応
援
基
金
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
、
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
羽
田
地
区
に
お
け
る
12
年
間
で
の
事

業
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
羽
田
二
・
三
・
六
丁
目
地
区
に
お
い

て
、
不
燃
領
域
率
は
、
事
業
開
始
時
の

35
・
３
％
か
ら
44
・
３
％
へ
と
上
昇
し
、

延
焼
に
よ
る
焼
失
率
も
約
80
％
か
ら
約

25
％
へ
と
大
幅
に
改
善
し
て
い
る
。

三
沢
清
太
郎

令
和
大
田
区
議
団（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

子
育
て
支
援
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

問
区
も
教
育
無
償
化
に
か
じ
を
切
っ
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
教
育
の
無
償
化
な
ど
、
少
子
化
対
策

は
国
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
自
治
体
ご

と
の
財
政
力
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
格

差
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
必
要

な
財
源
の
確
保
と
社
会
全
体
で
の
費
用

負
担
の
在
り
方
も
含
め
、
国
全
体
で
幅

広
く
検
討
を
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
と

考
え
る
。

計
画
的
な
施
設
整
備
に
つ
い
て

問
区
立
小
・
中
学
校
の
建
て
替
え
や
大

規
模
改
修
に
当
た
っ
て
の
プ
ー
ル
の
整

備
に
つ
い
て
、
今
後
は
、
学
校
に
プ
ー

ル
あ
り
き
で
は
な
く
、
多
様
な
観
点
か

ら
の
検
討
・
評
価
を
行
う
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
公
営
プ
ー
ル
や
民
間
プ
ー
ル
の
活
用
、

ま
た
、
複
数
校
で
の
共
同
利
用
な
ど
、

今
後
の
学
校
プ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

喫
煙
環
境
整
備
に
つ
い
て

問
今
後
の
整
備
方
針
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答
京
急
蒲
田
駅
西
口
に
つ
い
て
は
、
最

重
点
設
置
計
画
場
所
と
し
て
、
今
後
整

備
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

荒
尾

　大
介

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

地
域
で
介
護
を
支
え
る
小
規
模
介
護
事

業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
経
営
困
難
に
陥
っ

て
い
る
小
規
模
介
護
事
業
所
へ
の
経
営

支
援
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
必
要
な
支
援
を
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問
要
介
護
認
定
の
特
例
措
置
が
終
了
す

る
２
０
２
３
年
４
月
以
降
に
混
乱
が
起

こ
る
こ
と
を
想
定
し
、
認
定
調
査
に
係

る
区
職
員
の
増
員
と
調
査
委
託
事
業
者

に
対
し
、
適
切
な
支
援
を
行
う
べ
き
。

答
段
階
的
な
対
応
を
取
り
、
認
定
調
査

の
質
の
向
上
と
体
制
の
強
化
を
図
る
。

「
住
民
が
主
人
公
」
の
立
場
で
進
め
る

下
丸
子
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
下
丸
子
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
「
住
民
が
主
人
公
」
の
立
場
で

多
く
の
地
域
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
。

答
住
民
・
民
間
・
行
政
が
連
携
し
た
取

り
組
み
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
下
丸
子
１
号
・
２
号
踏
切
の
改
良
は
、

ま
ち
づ
く
り
と
切
り
離
し
て
速
や
か
に

進
め
る
べ
き
。

答
改
良
は
、
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
と
一

体
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

菅
谷

　郁
恵

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

配
置
基
準
や
子
ど
も
た
ち
の
権
利
を
尊

重
す
る
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

問
区
立
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
決
断
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
国
全
体
で
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

問
保
育
室
の
面
積
を
測
り
直
し
、
詰
め

込
ん
で
き
た
保
育
施
策
の
検
証
と
区
立

保
育
園
の
民
間
委
託
を
見
直
す
べ
き
。

答
環
境
の
変
化
の
た
め
２
０
２
３
年
度

以
降
の
民
営
化
計
画
を
見
送
っ
て
い
る
。

問
国
に
保
育
士
の
配
置
基
準
の
見
直
し

を
求
め
、
区
が
独
自
に
保
育
士
の
配
置

基
準
を
改
善
す
る
方
向
で
見
直
す
べ
き
。

答
国
や
都
の
動
向
を
注
視
す
る
。

問
保
育
士
応
援
手
当
の
継
続
と
宿
舎
借

り
上
げ
制
度
の
継
続
を
求
め
る
。

答
保
育
士
応
援
手
当
も
保
育
施
設
職
員

宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
も
２
０
２
３

年
度
予
算
案
に
計
上
し
て
い
る
。

物
価
高
騰
の
中
で
、
生
活
困
難
者
に
寄

り
添
う
区
政
に
つ
い
て

問
生
活
保
護
世
帯
に
、
区
独
自
支
援
の

冬
季
加
算
と
夏
季
加
算
を
行
う
べ
き
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対

し
、
５
万
円
の
現
金
支
給
を
求
め
る
。

答
区
独
自
の
給
付
は
考
え
て
い
な
い
。

犬
伏
　秀
一

令
和
大
田
区
議
団（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

問
自
衛
官
の
募
集
業
務
は
区
市
町
村
の

業
務
で
あ
る
が
、
令
和
５
年
度
４
月
の

大
田
区
の
自
衛
官
候
補
生
は
目
標
に
対

し
17
・
６
％
し
か
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
。
本
庁
舎
及
び
18
特
別
出

張
所
に
お
い
て
法
に
定
め
る
と
お
り
志

願
票
受
理
な
ど
を
行
え
な
い
か
。

答
区
報
掲
載
、
掲
示
板
へ
の
掲
示
な
ど

計
画
的
な
広
報
宣
伝
活
動
に
努
め
て
い

る
。
志
願
票
受
理
な
ど
は
課
題
が
あ
る

が
自
衛
官
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
本
庁

舎
に
加
え
、
18
特
別
出
張
所
に
も
配
架

す
る
な
ど
取
り
組
み
を
広
げ
る
。

問
様
々
な
機
会
で
区
に
自
衛
隊
を
招
い

て
、
区
民
と
自
衛
隊
が
直
接
触
れ
合
う

機
会
を
つ
く
る
べ
き
。

答
地
域
の
防
災
訓
練
へ
の
自
衛
隊
員
参

加
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
地
域
住
民

の
理
解
が
広
く
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
、
様
々
な
機
会
を

捉
え
、
区
民
と
自
衛
隊
と
の
交
流
促
進

を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
。

問
自
衛
隊
を
中
学
校
の
職
場
体
験
先
に

全
校
が
取
り
入
れ
る
よ
う
望
む
。

答
今
後
も
、
進
路
指
導
を
通
し
て
、
生

徒
が
自
立
し
た
社
会
人
と
な
る
た
め
の

資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い
く
。

平
野

　春
望

立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
世
田
谷
区
が
返
礼
品
を
拡
充
す
る
方

針
に
大
転
換
し
た
。
減
収
に
対
し
て
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
返
礼
品
を
巡
っ
て
は
、
多
く
の
自
治

体
で
返
礼
品
の
経
費
負
担
に
苦
し
ん
で

い
る
。
今
後
も
他
区
の
動
向
を
注
視
し
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

学
童
保
育
に
つ
い
て

問
学
童
保
育
に
お
け
る
延
長
保
育
の
拡

大
と
保
留
児
童
数
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
受
け
入
れ
定
員
な
ど
の
増
加
を
計
画

し
、
令
和
５
年
度
は
元
年
度
よ
り
４
０

０
名
の
定
員
増
と
し
、
延
長
保
育
も
学

童
保
育
を
実
施
す
る
全
85
施
設
の
う
ち

67
施
設
で
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
学

校
改
築
に
合
わ
せ
た
整
備
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

問
増
加
す
る
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
利
用
者

に
対
し
、
今
後
支
援
に
係
る
人
員
を
増

や
し
て
い
く
の
か
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
小
学
校
で
は
、
週
４
日
固
定
で
従
事

す
る
学
校
特
別
支
援
員
を
現
在
の
34
人

か
ら
12
人
増
員
す
る
。
中
学
校
で
は
、

５
年
度
の
人
的
支
援
の
配
置
時
間
数
を

4
年
度
の
２
倍
と
し
、
支
援
体
制
を
強

化
す
る
。

馬
橋

　靖
世

大
田
無
所
属
の
会

中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て

問
基
礎
自
治
体
で
あ
る
区
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
に
沿
っ
た
部
活
動
の
地
域
移
行

を
推
進
す
る
た
め
、
各
協
会
や
連
盟
、

団
体
な
ど
と
協
議
の
場
を
設
置
し
、
実

効
性
の
高
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
必
要

性
を
感
じ
る
。
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
で
は
、
様
々
な
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団

体
や
文
化
芸
術
団
体
が
活
動
し
て
お
り
、

部
活
動
の
地
域
移
行
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ら
の
団
体
と
連
携
し
た
実
効
性
の

高
い
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
間
、
教
育
委
員
会

と
協
議
を
行
い
、
庁
内
で
議
論
を
重
ね
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
も
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
団
体
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
て
体

制
整
備
も
含
め
、
よ
り
実
効
性
の
高
い

方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

小
川
あ
ず
さ

立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団

教
員
不
足
を
改
善
す
る
働
き
方
改
革
に

つ
い
て

問
教
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
区
の
対

処
方
法
と
そ
の
成
果
を
伺
う
。

答
時
間
外
在
校
等
時
間
の
短
縮
を
目
標

に
取
り
組
み
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
が
、

月
80
時
間
を
超
え
る
長
時
間
労
働
者
も

い
ま
だ
一
定
数
い
る
。
令
和
５
年
度
か

ら
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
予
定

し
て
お
り
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
リ

プ
レ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
、
子
育
て
や
介

護
と
仕
事
の
両
立
を
目
指
す
教
員
向
け

に
リ
モ
ー
ト
環
境
を
整
備
す
る
。

夜
間
学
級
に
つ
い
て

問
糀
谷
中
学
校
夜
間
学
級
の
現
状
を
伺

う
。

答
糀
谷
中
学
校
夜
間
学
級
は
、
５
年
１

月
現
在
の
在
籍
生
徒
は
３
学
年
合
計
23

名
、
年
齢
構
成
は
10
代
が
９
名
、
20
代

が
７
名
、
30
代
が
３
名
、
40
代
が
３
名
、

50
代
が
１
名
で
あ
る
。
多
様
な
生
徒
が

在
籍
し
て
お
り
、
数
学
、
英
語
は
習
熟

度
別
少
人
数
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
他

の
都
内
夜
間
学
級
と
の
連
合
体
育
行
事

へ
の
参
加
、
地
域
の
防
災
訓
練
へ
の
参

加
な
ど
を
通
し
、
様
々
な
方
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
学
ぶ
意
欲

を
高
め
て
い
る
。



令和5年度予算の概要区長
提出議案
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録画中継
本会議などの様子を録画したテレビ中継映像
をインターネットで配信しています。
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3,147億6,863万6千円
（4.6%増）

国民健康保険事業 684億7,245万4千円（4.0%増）
後期高齢者医療 193億1,978万4千円（3.6%増）
介護保険 588億6,473万6千円（0.9%増）

一般会計総額 　3,147億6,863万6千円
地域課題に立ち向かい、ひととまちに寄り添い、

豊かさと成長が両立する持続可能な未来への歩みを着実に進める予算

　令和５年度は、『地域課題に立ち向かい、ひととまちに寄り添い、豊かさと成
長が両立する持続可能な未来への歩みを着実に進める予算』と位置づけました。 
　感染症対策や自然災害への備え、急激な物価高騰等に直面する区民生活・区内
経済を支える安全・安心を確保する取組、急速に進む少子高齢化、世帯構成の変
化、複雑・複合化する地域課題を捉えた包摂的な地域づくりに向けた取組、世界
共通の課題であるSDGsや脱炭素化を意識した取組、地域経済の持続的な発展と
魅力あるまちづくりに向けた取組など、将来を見据えた取組に向け、施策の新陳
代謝を進め、限りある経営資源を効果的・効率的に配分し、予算を編成しました。

①  感染症をはじめエネルギー問題や自然災害など危機に直面
する区民生活を支え、地域の強靭化により安全・安心を確
保する取組

②   安心して子どもを産み育て、学びやすい環境づくりを進め、
誰もがライフステージに応じて活躍し、成長を支える包摂
的な地域づくりに向けた取組

③  デジタル技術の活用やSDGs、脱炭素を意識し、地域経済の
持続的な発展と快適で魅力ある都市機能の向上により都市
間競争に打ち克つ取組

令和5年度予算の財政規模（会計別前年度比）

高齢者や障がい者の福祉、保育園・児童館の運営など 福祉費  5,190円
防災対策や区役所・出張所の運営など 総務費  1,461円
小・中学校、教育関係の経費など 教育費  1,304円
道路、公園の整備など 土木費  659円
保健所の運営など 衛生費  377円
清掃事業など 環境清掃費 	 376円

まちづくり事業など 都市整備費  308円
産業振興など 産業経済費  213円
区債の償還など 公債費  59円
区議会の運営 議会費  36円
予備費 16円
諸支出金 1円

大田区の予算を1万円にたとえると、そのつかいみちは…

3,147億6,863万6千円 3,147億6,863万6千円

地方譲与税（0.5%）
15億7,100万1千円

利子割交付金（0.1%）
2億7,000万円

配当割交付金（0.5%）
15億4,900万円

株式等譲渡所得割交付金
（0.5%）
14億6,700万円

地方消費税交付金（6.0%）
188億2,000万円
自動車取得税交付金（0.0%）
1千円地方特例交付金（0.2%）

5億2,200万円
環境性能割交付金（0.1%）
2億7,600万円

特別区税
（24.9%）
784億3,744万
6千円

特別区交付金
（25.3%）
796億9,200万円

国庫支出金（17.8%）
560億7,687万5千円

都支出金（7.8%）
246億907万1千円

特別区税
（24.9%）
784億3,744万
6千円

特別区交付金
（25.3%）
796億9,200万円

国庫支出金（17.8%）
560億7,687万5千円

都支出金（7.8%）
246億907万1千円

繰入金（5.5%）
172億827万5千円

寄附金（0.1%）
3億8,233万2千円

財産収入（0.5%）
15億5,009万8千円

諸収入（3.2%）99億9,595万3千円
繰越金（0.6%）20億円

特別区債（3.0%）96億円

使用料及び手数料（2.7%）
83億6,742万7千円
分担金及び負担金（0.7%）
23億515万7千円
交通安全対策特別交付金（0.0%）
6,900万円

議会費（0.4%）
11億2,734万3千円

総務費
（14.6%）
460億3,513万
6千円

福祉費（51.9%）
1,633億5,735万9千円

総務費
（14.6%）
460億3,513万
6千円

福祉費（51.9%）
1,633億5,735万9千円

衛生費（3.8%）
118億5,426万8千円

産業経済費（2.1%）
67億775万5千円

土木費（6.6%）
207億2,783万9千円

都市整備費（3.1%）
96億8,248万5千円

環境清掃費（3.8%）
118億3,840万6千円

公債費（0.6%）
18億4,509万5千円

教育費（13.0%）
410億5,265万2千円

諸支出金（0.0%）4,029万8千円
予備費（0.2%）5億円

一般会計歳入 一般会計歳出

※グラフの計算は、原則として表示単位未満を四捨五入しています。
※カッコ内の数字は構成比を表しています。

一
般
会
計

特
別
会
計



予算の主な質疑
予算特別委員会での議論から見る令和５年度予算の主な事業

令和
5年度

子どもが夢と希望を持つことが
できる地域共生社会の実現

鉄道と魅力的なまちづくり宣言
～夢あふれ誰からも選ばれる都市「おおた」を目指して～

持続可能な環境先進都市おおたの実現

No.255 令和5年4月25日発行

会議録検索システム
区議会の会議録を検索・閲覧できるシステ
ムを区議会ホームページに掲載しています。
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　都の出産応援ギフトで、にこにこサポートの自己
負担にも使えるなど、使い勝手の良いクーポンを区
で考えてもらいたい。

　多彩なメニューを区市町村が独自にそろえること
は難しいことから、都が広域連携事業を実施するこ
ととなったため、区は都の事業に参加することとし
た。ギフトの品目は、都が対象者や自治体からの要
望を受けて、今後拡大を検討している。また、各区
市町村の独自サービスと交換可能な都内共通券など
の導入の可能性についても今後検討していく。

　蒲田地区は、国家戦略特区による道路占用事業が平成27年度から進められてきた。当該
事業と同様の取り組みが行われることが令和９年３月31日以降も見込まれる場合は、同日
まで適切な時期に歩行者利便増進道路の指定を受けることとされているが、道路管理者とし
ての見解を伺う。

　歩行者利便増進道路の指定とは、にぎわいの
ある道路を構築するための道路の指定制度であ
る。歩行者の安全な通行幅員を確保の上、特例
区域を設けて占用を認める制度であり、占用許
可期間も５年から最長20年まで可能と認めてい
る。蒲田駅周辺に関連する諸計画の推進に際し、
居心地の良い滞在空間や快適な回遊を支えるゆ
とりある歩行者空間の創出などを進めるための
一つの手段として制度を研究していく。

　平和島駅周辺のまちづくりの事業予算の目的と活用について伺う。

　当事業の予算は、まちづくり協議会をはじめとする地域住民及び関係事業者などと課題
を共有し、連携してまちづくりを進めるためのグランドデザインの策定に向けた検討を行う
ものである。平和島駅周辺地域における駅前歩行者環境の改善や商店街のにぎわい創出など
の地域課題に加え、まちの機能更新時期を迎えているため、まちの将来像やまちづくりの基
本方針及び目標について検討していく。

　令和５年度予定している住宅リフォーム助成の制度の拡充と区の考えを伺う。

　省エネ効果の高い給湯器に着目し、住宅リフォーム助成のメニューを拡充する。太陽光
発電利用型給湯器など省エネ効果の高い給湯器の選択メニューを拡充し、より利用しやすい
制度にすることで環境への配慮を進めていく。また、断熱窓への改修など、環境への配慮メ
ニューに関する住宅リフォーム助成を継続することで、建築物の脱炭素化に取り組み、ゼロ
カーボンシティを推進していく。

　脱炭素社会に向けた取り組みを推進するために、たまちゃんバスのＥＶ化に当たり、グ
リーン電力の導入を進めていく必要があるが、区の考えを伺う。

　たまちゃんバスのEV化に際し、使用する電力も
再生可能エネルギー由来の電力などを使用すること
により脱炭素社会の推進になると考えている。たま
ちゃんバスへの再生可能エネルギー由来の電力の導
入に向けて、電力の調達方法などを交通事業者と調
整していく。併せて、車外広告のスペースに配慮し
ながら、二酸化炭素削減に向けた取り組みであるZ
EVであることの周知を効果的に行える車外デザイ
ンを検討する。

　フード支援ネットワーク事業の取り組みについて
活動が具体的にイメージできるように、広報の改善
をしていただきたいと考えるが、区の見解を伺う。

　大田区社会福祉協議会がこれまで蓄積してきた経
験を踏まえ、地域の方がフードドライブ活動を行う
に当たり、地域から食料を集めるための広報など、
活動に何が必要かをイメージできるよう区ホーム
ページやSNSなどを活用した周知・広報を行い、地
域の方の活動を支援していく。

　独自教科や特別支援教育においては、専門性が高
く、区の教育に対する情熱あふれる教員の安定的な
確保が課題であると感じている。区の見解を伺う。

　現在、特別支援学級介添員をはじめとする600人
を超える会計年度任用職員を配置しているが、教員
の負担を軽減する補助業務が主たるものとなってい
る。令和5年度に国際教育を推進するため大森東小学
校に新設するおおたグローバルコミュニケーション
（OGC）では、専門性が高い英語専科教員を会計年
度任用職員として雇用し、配置する。



予算特別委員会　区長が作成した一会計年度における、地方公共団体の収入支出などを見積もった予算を審査するために設置される委員会。

総括質疑、しめくくり総括質疑　予算全般に関して行う質疑。所属議員が４人以上の会派が行うことができる。

款別質疑　  予算・決算の費目の区分名である「款」「項」「目」「節」の分類の「款」ごとに歳出予算を区切って行う質疑。総務費、福祉費、衛生費、産業経済費、
土木費、都市整備費、環境清掃費、教育費などに分けて行われる。

 　また、一般会計予算の歳入及び各特別会計予算の歳入歳出の質疑を含む。

用 語 解 説

予算に対する
各会派の意見

令和
5年度

　令和５年度大田区一般会計予算及び国民健康保険事
業・後期高齢者医療・介護保険の各特別会計予算につい
て、２月16日の本会議で予算特別委員会（議長を除く
43名で構成）を設置し、２月28日から３月９日までの
実質６日間にわたり、集中的に審査しました。これらの
予算に対する各会派の意見は次のとおりです。
　なお、一般会計及び各特別会計予算は、賛成者多数で
可決しました。

　大田区では産業政策を積極的に行い、自動走行、宇宙開発、医工連携など
新分野にも積極的に取り組みました。戦後、ＧＨＱの接収による48時間の強
制退去という悲しみの歴史を経て大田区に返還された地に造られた羽田イノ
ベーションシティでは今秋、藤田医科大学東京先端医療研究センターが完成
し、国内外を問わない患者の来訪、治療と医療の中心としての大田区、羽田
空港と大きく変貌を遂げています。また工業集積の場としての工場アパート
の建設や旧羽田旭小学校敷地活用事業、コワーキングスペースとして六郷Ｂ
ＡＳＥの設置など既存の支援と現代に融合した支援の調和を進めました。更
に新空港線の都区間協議が終わり、着工に向けての道筋を歩んでいます。新
空港線は鉄道の建設にとどまらず、蒲田駅東西口の再開発などを一体として
おり、まちづくりの考え方を大きく前進させたものです。生活環境づくりと
して大森ふるさとの浜辺公園・大森東水辺スポーツ広場のオープンや隈研吾
氏による優しく愛着のある雰囲気の田園調布せせらぎ館を建設しました。子

育て支援施策として保育園増設による待機児童０を達成し、特別養護老人
ホームについては区長就任の平成18年度末に10か所から４年度末で19か所、
認知症グループホームは12か所から43か所へ増やすなど積極的に施策を進め
ました。このように多くの施策を進めた集大成が本予算であります。本予算
における子ども施策、環境施策、まちづくり施策といった大きな柱は、10年
後、20年後の大田区を見つめる上で大きなものと考えます。

　2023年度予算は高校生等医療費助成事業、住宅リフォーム助成の拡充、
出産・子育て応援事業など、区民の声に応え評価する施策もありますが、①
新型コロナと物価高騰で痛めつけられた区民への対策が不十分で、更に全事
業を見直し、313項目６億６千万円余の削減を実施し、くらし・福祉の予算
を切り捨て②それなのに新空港線及び鉄道沿線まちづくりで16億７千万円余、
新空港線第三セクターに５億７千万円余の増資、事業積立基金に10億円の積
み増しなど強引に進める大企業のもうけ優先の「まちづくり」の予算として
いること③自治体の一層の民営化と再任用職員及び会計年度任用職員の活用
により、職員の専門性、技術の継続が危うくなってきたこと、また「公民連
携」により自治体の責任を放棄④デジタル化の一層の推進で窓口業務など、
行政サービスのオンライン化による職員削減が進められていることの４点か
ら党区議団は反対しました。更に党区議団は不要不急の新空港線関連予算な
どを減額し、小・中学校の給食無償化、議員の海外視察の中止、商店リニュ

ーアル助成、公園トイレの洋式化などの予算組み替え提案をしましたが否決
されました。各特別会計は、国民健康保険料は約3割の滞納者にもかかわら
ず年平均11,550円の引き上げとなりました。後期高齢者医療は２年に１度
の改定であり、毎回のように値上げとなり反対です。介護保険は依然として
要支援１・２の介護外しが続いています。３年ごとの見直しで保険料の値上
げと制度の改悪が進められ、保険あって介護なしで反対です。

４期16年松原区長の集大成の予算

新空港線をやめ、異常円安・物価急騰から区民を守れ！

自由民主党大田区民連合

日本共産党大田区議団

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計

賛成

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計

反対
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審査日程

本　会　議 本　会　議予　算　特　別　委　員　会

しめくくり
総括質疑 討論・採決 予算特別委員長報告、

討論・採決

予
算
審
査
の
流
れ

（
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
）

2/16 3/103/92/27

総括説明

2/28

総括質疑

2/16

正副委員長
互選

・提案理由説明 ・予算特別委員選任 
・ 予算特別委員会の設置 ・委員会付託

本
会
議

議案の上程

　令和５年度一般会計予算は、大胆な発想と事務事業の見直しで施策の新陳
代謝を積極的に進められたことを高く評価いたします。この１年、議会と行
政で集中して意見を交わしてきた子育て世帯の流出防止への取り組みや、地
球温暖化による自然災害に対する平時からの対策や訓練などの取り組みは、
社会全体で喫緊に求められている重要な課題であります。今後も必要な施策
として積極的な推進を要望します。また、「子どもが夢と希望を持つことが
できる」とうたわれていますが、同時に、子どもたちを育て支える親御さん
たちも「夢」と「希望」を持つことができる施策の推進も併せて要望します。
大田区議会公明党は区民の皆さまの声をもとに、今回の予算特別委員会にお
いて、様々な提案と要望を行いました。防災対策の視点からは、学校避難所
でのペット同行避難訓練を、福祉の視点からは、病児保育の周知徹底と送迎
サービスの導入を、子育て支援・妊産婦支援の視点からは、産後ドゥーラの
確保と産前からの利用拡大を、健康政策の視点からは、乳がん検診における

超音波検査の導入を、まちづくりの視点からは、区営住宅・区民住宅の家具
転倒防止器の取り付け跡の原状回復義務免除やベンチのある優しいまちづく
りなどを、教育の視点からは、誰も取り残さない大田区の学校教育をそれぞ
れ要望しました。１日も早い実現を強く要望します。最後に、４期16年間、
区政のかじ取りをしてきていただいた松原区長に対し、心から感謝を申し上
げます。ありがとうございました。

　令和大田区議団は全ての議案に賛成した上で以下の要望や提案をした。大
田区も大阪府や品川区の事例を参考にし、保育料、学校給食費、塾代助成含
めた教育無償化にかじを切るよう要望する。区はブラジルオリンピック選手
団の事前キャンプ受け入れや大森山王にドイツ学園があったことからブラジ
ルとドイツと深いつながりがある。このつながりをいかし、ブラジルとドイ
ツと子どもサッカー大会を開催することを提案する。東京朝鮮第六幼初級学
校に対する補助金について、区は交付要件を設けず、補助金は23区内で最も
高額、これでは令和５年度予算の871万２千円はお手盛り予算と言われても
仕方ない。適切な見直しを要望する。今後、更なる大森地域の発展のために
は、品川区民の協力が欠かせない。特に大森貝塚150周年イベントを品川区
と連携し、大田区を発展させていくべき。区内商店街の減退による商店街装
飾灯の撤去が急激に進み、それと同時に区内団体が設置した防犯カメラも処
分されることに対して危機感を感じている。区内防犯体制の維持を望む。特

別出張所に勤務して地域事情を知ることは区職員がキャリアを形成していく
上で欠かせない。１人でも多くの区職員が特別出張所勤務を経験することを
望む。地方政治の二元代表制は、首長が政策決定を行い、執行機関である事
業部局が計画を策定し、議決機関たる議会に示し決定するものである。しか
し残念ながら「執行機関が意思決定する」という、地方議会の形骸化が本区
でもみられることは極めて嘆かわしい。正しい構図に戻すことを強く望む。

福祉の充実と、選ばれる自治体へ積極予算

議会は承認機関でなく議決機関であることを肝に銘じよ

大田区議会公明党

令和大田区議団
（無所属５＋維新１）

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計

賛成

●�後期高齢者医療特別会計
●�介護保険特別会計

●�一般会計
●��国民健康保険事業特別会計

賛成

予算特別委員会審査の様子 大竹辰治　副委員長 岸田哲治　委員長 松本洋之　副委員長

No.255 令和5年4月25日発行

会議録検索システム
区議会の会議録を検索・閲覧できるシステ
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◎
は
全
会
一
致
（
14
件
）

	

◆
は
賛
成
者
多
数（
22
件
）

■  

区
長
提
出
議
案  

■

令
和
５
年
度
予
算

◆
一
般
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

　
詳
細
は
６
～
７
面
掲
載
の
と
お
り
。

令
和
４
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
６
次
）

　
１
億
７
、
２
９
８
万
５
千
円
減
額
す

る
（
詳
細
は
、
11
面
に
掲
載
）。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第

２
次
）

　
療
養
給
付
費
等
の
増
な
ど
、
31
億
７
、

９
８
３
万
３
千
円
増
額
す
る
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第
２

次
）

　
療
養
給
付
費
負
担
金
の
減
な
ど
、
３
、

１
４
９
万
３
千
円
減
額
す
る
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
次
）

　
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
利
子

相
当
分
の
増
と
し
て
、
95
万
８
千
円

増
額
す
る
。

条
例
の
制
定

◆
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
及
び
大
田
区
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定
に

伴
い
、
規
定
を
整
理
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

◆
大
田
区
情
報
公
開
条
例

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
理
す
る
。

◆
大
田
区
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
議
会
条
例

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
及
び
大
田
区
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制
定
に

伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
理
す
る
。

◆
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

　
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
等

に
お
け
る
退
職
手
当
の
支
給
要
件
を

緩
和
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
印
鑑
条
例

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

に
よ
る
、
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認

証
業
務
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
手
数
料
条
例

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推

進
に
関
す
る
法
律
、
都
市
の
低
炭
素

化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
、
建
築
物

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に

関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
規

定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
民
ホ
ー
ル
条
例

　
付
帯
設
備
及
び
特
殊
器
具
の
使
用
料

の
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
規

定
を
整
理
す
る
。

◎
大
田
区
立
熊
谷
恒
子
記
念
館
条
例
の

施
設
の
供
用
停
止
に
関
す
る
条
例

　
大
田
区
立
熊
谷
恒
子
記
念
館
の
供
用

停
止
期
間
を
変
更
す
る
。

◆
大
田
区
立
龍
子
記
念
館
条
例

　
大
田
区
立
龍
子
記
念
館
の
特
別
入
館

料
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、

規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
立
郷
土
博
物
館
条
例

　
大
田
区
立
郷
土
博
物
館
の
期
間
を
設

け
て
展
示
す
る
催
し
に
お
い
て
、
観

覧
料
の
区
分
を
改
め
る
と
と
も
に
そ

の
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
規

定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
立
大
森
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館

条
例

　
大
田
区
立
大
森
海
苔
の
ふ
る
さ
と
館

の
期
間
を
設
け
て
展
示
す
る
催
し
に

お
い
て
、
観
覧
料
の
区
分
を
改
め
る

と
と
も
に
そ
の
上
限
額
を
引
き
上
げ

る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
立
勝
海
舟
記
念
館
条
例

　
大
田
区
立
勝
海
舟
記
念
館
の
特
別
入

館
料
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、

規
定
を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
保
育
の
必
要
性
の
認
定
等
に

関
す
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
等

に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
等

に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◎
大
田
区
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、

安
全
の
確
保
に
関
す
る
計
画
の
策
定

を
加
え
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
。

◆
大
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

　
出
産
育
児
一
時
金
の
額
、
一
般
被
保

険
者
に
係
る
基
礎
賦
課
額
の
保
険
料

率
等
を
改
定
す
る
ほ
か
、
国
民
健
康

保
険
法
施
行
令
等
の
改
正
に
伴
う
規

定
の
整
備
を
す
る
。

契
約
の
締
結

◎
大
田
区
立
高
畑
小
学
校
校
舎
増
築
そ

の
他
工
事
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
６
億
４
、
６
８
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
：
株
式
会
社
河
津
建

設特
別
区
道
路
線
の
認
定

◎
特
別
区
道
路
線
の
認
定

　
大
田
区
矢
口
二
丁
目
20
番
１
の
地
先

か
ら
大
田
区
矢
口
二
丁
目
２
番
１
の

地
先
ま
で

■  

報
告  

■

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

●
貮
之
橋
架
替
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
５
年
１
月
６
日

　
契
約
金
額
を
３
億
２
、
４
５
０
万
円

か
ら
３
億
２
、
０
７
８
万
８
、
６
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
呑
川
合
流
改
善
貯
留
施
設
立
坑
設
置

工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
５
年
１
月
11
日

　
契
約
金
額
を
28
億
９
、
２
９
５
万
６
、

０
０
０
円
か
ら
29
億
６
６
１
万
８
、

０
０
０
円
に
、
工
期
を
令
和
６
年
３

月
14
日
か
ら
令
和
６
年
11
月
７
日
に

変
更
す
る
。

●
大
田
区
仲
池
上
二
丁
目
付
近
管
渠き

ょ

改

良
そ
の
２
工
事
（
下
水
道
）
請
負
契

約
　
処
分
日
：
令
和
５
年
１
月
11
日

　
契
約
金
額
を
１
億
３
、
４
５
３
万
円

か
ら
１
億
４
、
０
５
５
万
８
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
民
ホ
ー
ル
ア
プ
リ
コ
特
定
天

井
改
修
そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
12
月
21
日

　
契
約
金
額
を
10
億
９
８
０
万
円
か
ら

10
億
１
、
６
８
８
万
４
、
０
０
０
円

に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
大
森
第
七
中
学
校
校
舎
改

築
及
び
外
構
そ
の
他
工
事
（
Ⅱ
期
）

請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
12
月
28
日

　
契
約
金
額
を
７
億
８
、
７
２
５
万
９
、

０
０
０
円
か
ら
７
億
９
、
６
０
８
万

１
、
０
０
０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
雪
谷
中
学
校
武
道
場
増
築

そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
５
年
１
月
13
日

　
契
約
金
額
を
４
億
５
、
９
７
７
万
８
、

０
０
０
円
か
ら
４
億
６
、
５
５
８
万

６
、
０
０
０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
蒲
田
小
学
校
校
舎
増
築
そ

の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
５
年
１
月
12
日

　
契
約
金
額
を
３
億
６
、
３
０
０
万
円

か
ら
３
億
８
、
１
０
９
万
５
、
０
０

０
円
に
、
工
期
を
令
和
５
年
２
月
24

日
か
ら
令
和
５
年
３
月
10
日
に
変
更

す
る
。

●
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
特
定
天
井
改
修

そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
５
年
１
月
５
日

　
契
約
金
額
を
３
億
５
、
０
５
３
万
７
、

定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど

第 1 回

０
０
０
円
か
ら
３
億
５
、
１
８
１
万

３
、
０
０
０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
田
園
調
布
水
防
セ
ン
タ
ー
新

築
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
５
年
１
月
13
日

　
契
約
金
額
を
２
億
３
、
８
７
０
万
円

か
ら
２
億
４
、
８
８
０
万
９
、
０
０

０
円
に
、
工
期
を
令
和
５
年
１
月
31

日
か
ら
令
和
５
年
２
月
28
日
に
変
更

す
る
。

●
大
田
区
立
雪
谷
文
化
セ
ン
タ
ー
外
壁

改
修
そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
５
年
１
月
12
日

　
契
約
金
額
を
１
億
５
、
９
５
０
万
円

か
ら
１
億
６
、
４
１
６
万
４
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
立
大
森
第
一
小
学
校
校
舎

（
棟
番
号
⑪
‒
１
、
２
及
び
⑬
）
外

壁
改
修
そ
の
他
工
事
請
負
契
約

　
処
分
日
：
令
和
５
年
１
月
５
日

　
契
約
金
額
を
１
億
５
、
８
９
５
万
円

か
ら
１
億
６
、
２
３
８
万
２
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
民
ホ
ー
ル
ア
プ
リ
コ
特
定
天

井
改
修
そ
の
他
電
気
設
備
工
事
請
負

契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
12
月
21
日

　
契
約
金
額
を
３
億
３
、
８
５
８
万
円

か
ら
３
億
５
、
３
５
７
万
３
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
民
ホ
ー
ル
ア
プ
リ
コ
特
定
天

井
改
修
そ
の
他
機
械
設
備
工
事
請
負

契
約

　
処
分
日
：
令
和
４
年
12
月
21
日

　
契
約
金
額
を
５
億
２
、
８
０
０
万
円

か
ら
５
億
３
、
６
１
１
万
８
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

●
大
田
区
区
民
活
動
支
援
施
設
大
森
体

育
館
棟
そ
の
他
取
壊
し
工
事
請
負
契

約
　
処
分
日
：
令
和
４
年
12
月
13
日

　
契
約
金
額
を
１
億
２
、
９
２
５
万
円

か
ら
１
億
２
、
５
９
６
万
１
、
０
０

０
円
に
変
更
す
る
。

■  

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦  

■

◎
日
野
春
代
　
◎
石
垣
晴
子

◎
須
賀
伸
子
　
◎
町
田
恭
子

◎
立
本
宗
一
　
◎
金
田
行
英

◎
滑
川
明
　
　
◎
新
倉
太
郎

■  

委
員
会
提
出
議
案  

■

◆
大
田
区
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
。議会録画中継の動画配信のご案内

～スマートフォンなどから手軽にご視聴いただけます～

　二次元コードをスマートフォンや
タブレットで読み取ると、議会の録画
中継をご視聴いただけます。
※視聴に当たり事前に読み取り用ア
プリのインストールが必要となる場
合があります。

簡単アクセス！

聴覚などに障がいのある方へ
●	手話通訳者を希望される方
　傍聴希望日の７日前までに問い合わせ先へ
お申し出ください。

●	ＦＭ受信機の貸し出しを希望される方
　傍聴の際にお申し出ください。

本会議及び委員会で
は、手話通訳者の派遣
と FM受信機の貸し
出しを行っています。

簡単
アクセス！

問い合わせ先 議会事務局　FAX5744-1541　電話5744-1474
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会議録検索システム
区議会の会議録を検索・閲覧できるシステ
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○：賛成　×：反対　棄権：表決に加わらなかった

第1回 定例会 意見が異なった議案に対する各会派の態度一覧 自 公 共 令 立 フ
ェ 無 フ

ォ 結果

令和5年度予算

一般会計 ○ ○ × ○ × × ○ ○ 可決
国民健康保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
介護保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

令和４年度補正予算

一般会計（第６次） ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
国民健康保険事業特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
後期高齢者医療特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
介護保険特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

条例の制定 個人情報の保護に関する法律の改正等に伴う関係条例の整理に関する条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

条例の一部改正

大田区情報公開条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
大田区情報公開・個人情報保護審議会条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
大田区情報公開・個人情報保護審査会条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
職員の退職手当に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
大田区印鑑条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
大田区手数料条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
大田区民ホール条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
大田区立龍子記念館条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
大田区立郷土博物館条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
大田区立大森海苔のふるさと館条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
大田区立勝海舟記念館条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
大田区国民健康保険条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決

議員提出議案

大田区議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する
条例 × × ○ ×５

棄権1 ○ ○ × ○ 否決

大田区まちなか商店リニューアル助成条例 × × ○ × × × × × 否決
大田区高齢者補聴器購入費助成条例 × × ○ × ○ ○ × × 否決
地域力を生かした大田区まちづくり条例の一部を改正する条例 × × ○ × × × × × 否決
大田区保育の必要性の認定等に関する条例の一部を改正する条例 × × ○ × ○ ○ × × 否決

委員会提出議案 大田区議会個人情報保護条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可決
自…自由民主党大田区民連合 ⒂
公…大田区議会公明党 ⑽

共…日本共産党大田区議団 ⑺
令…令和大田区議団（無所属5＋維新1）⑹

 立 …立憲民主党大田区議団 ⑶
フェ…フェアな民主主義 ⑴

 無 …大田無所属の会 ⑴
フォ…東京政策フォーラム ⑴

会派名
（所属議員数）

第1回 定例会
委員会付託された請願・陳情の結果
今定例会で委員会付託された請願・陳情の結果は以下のとおりです。

審査結果

総務財政委員会

敵基地攻撃能力保有を決定した政府
方針の撤回と、平和外交を求める意
見書採択の陳情

不採択

核兵器禁止条約に署名・批准するこ
との意見書を日本政府に提出するこ
とを求める陳情

不採択

健康福祉委員会

令和五年度以降障害者の通院等介助
を担う居宅介護のサービス量の確実
な確保を願う陳情

継続

高齢者補聴器購入費助成事業の拡充
を求める陳情 不採択

加齢性難聴者への補聴器購入の助成
拡大とさらなる支援を求める陳情 不採択

まちづくり環境委員会

区立三輪児童公園のトイレ洋式化の
陳情 継続

西蒲田公園の整備を求める陳情 継続

こども文教委員会

区立小中学校の給食費の無償化に関
する陳情 継続

馬込第三小学校の校舎改築事業につ
いての陳情 不採択

すべての子どもたちがすこやかに育
つ大田区をめざすための請願 不採択

議会運営委員会

重度視覚障害者が区議会へ請願・陳
情を申請する場合の合理的配慮を求
める陳情

継続

重度視覚障害者が区議会を傍聴する
際の情報アクセシビリティ等合理的
配慮を求める陳情

不採択

羽田空港対策特別委員会
大型機のＢ滑走路離陸による騒音の
影響について実態調査の実施を願う
陳情

不採択

令和４年度一般会計補正予算（第６次）を可決
　第1回定例会に提出された令和4年度一般会計補正予算（第6次）は、第5次
補正予算編成後に生じた状況の変化に速やかに対応し、不用額精査や執行努
力、一般財源の伸びにより生まれた財源を活用し、財政の持続可能性を確保す
るための予算として、1億7,298万5千円を減額するものです。今回の一般会計
補正予算で計上された主な事業は、以下のとおりです（▲は減額）。

一般会計補正予算（第６次）の主な事業
総務費
公共施設整備資金積立基金積立金 20億672万9千円
　 予算執行精査による積立及び利子相当分の積立
福祉費
前年度国・都支出金等返還金（児童福祉費） 14億3,134万8千円
　過年度分実績確定に伴う返還（子ども・子育て支援交付金等）
衛生費
前年度国・都支出金等返還金（保健衛生費） 21億1,952万7千円
　 過年度分実績確定に伴う返還（新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事
業等）
産業経済費
商店街チャレンジ戦略支援事業 ▲6,455万5千円
　執行見込による減
土木費
合流改善貯留施設整備 ▲2億円
　貯留管設置工事に係る経費の減
都市整備費
用地折衝関連事業 1億7,364万5千円
　執行見込による減及び国庫補助事業の補正対応に伴う用地購入費の増
環境清掃費
職員人件費（清掃管理費） ▲4,420万円
　人員減、共済費の減、異動に伴う職員構成の変動等による減
教育費
校舎の改築等（小学校費） ▲6億4,997万7千円
　契約落差等による減
公債費
特別区債償還利子等 ▲1億523万1千円
　特別区債発行に係る経費の減
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録画中継
本会議などの様子を録画したテレビ中継映像
をインターネットで配信しています。
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議員研修会を開催

開催日 令和４年10月６日（木）
テーマ 災害時の議員の役割（心得）
講師 青山 佾 氏（明治大学名誉教授）

開催日 令和５年２月24日（金）
テーマ 職場のハラスメントについて
講師  松野 航大 氏（一般社団法人 長谷川メンタルヘルス研究所、武蔵野大学通信教育

部人間科学部 講師)

　大田区議会では、区が抱える課題について知識や対応策の理解を深めるため、各分野の専門家
を招き、毎年全議員を対象とした研修会を開催しています。 令和４年度の内容は次のとおりです
（オンラインと対面を併用して開催）。

　近年、大田区において地震や大雨・台
風など災害の発生が増え、そのたびに甚
大な被害を受けてきました。今後いつ、
どこで起こるかわからない災害に対応で
きるよう、防災・減災のための組織体制
づくりが急務となっています。
　講師として青山佾氏をお招きし、過去
に発生した災害への対応や想定外の災害
に備えるための危機管理、災害時におけ
る議員の役割・心得についてご講話いた
だきました。

　組織などで働く以上、誰もがハラスメントの被害者又は加害者になる可能性があります。した
がって、どのような言動がハラスメントに該当するのか、なぜハラスメントとみなされるのかなど
について、正しい知識を身につける必要
があります。
　講師として松野航大氏をお招きし、ハ
ラスメント防止のためにはひとりで抱え
込まないことや、コミュニケーションを
大切にするといった、一人ひとりが心掛
けるべきことなどを中心にご講話いただ
きました。

研修会の様子

研修会の様子

　令和５年１月13日、常任委員会開会前に防災訓練
を実施しました。
　訓練の目的は、委員会開会中に弾道ミサイル発射
によるＪアラートが発報された際、適切に対応できる
ようにすることとし、弾道ミサイルが関東近郊の海上
に落下した想定で行いました。
　訓練では、Ｊアラート発報時に、委員長が議事を一
時中断し、頭部を守り避難することや、議長が議会に
おける災害対応方針に基づき委員会閉会要請を判断
し、委員長が委員会の閉会を宣言する流れの確認な
どを行いました。

委員会防災訓練を実施しました

議長が委員会閉会要請を判断する様子

議長が事務局職員から第一報を受けている様子

直ちに、窓のない廊下に避難する様子

議会ICT化先進議会視察
期間 令和５年１月30日（月）から１月31日（火）まで
視察場所 愛知県知立市議会、愛知県安城市議会、岐阜県可児市議会
視察議員  湯本良太郎、松本洋之、岸田哲治、深川幹祐、末安広明、杉山公一、

須藤英児、荻野稔

　大田区議会は、議会改革の一環として平成26年にＩＣＴ化調査・研究会を設置し、これまでタ
ブレット型端末の導入、ペーパーレス会議の実施、グループウェアによる情報連絡体制の確立など
に取り組んできました。
　本視察では、ＩＣＴを活用した情報発信の在り方や議会改革の事例などを学び、区議会のＩＣＴ
化を更に推進するため、知立市議会、安城市議会、可児市議会を訪問しました。
　いずれの議会においても資料のペーパーレス化に加え、議場内に設置した大型モニターを活用し
た議会運営、コロナ禍を契機とした委員会や議会報告会のオンライン開催などを行っていました。
　他にも、タブレット型端末を活用した電子採決システムの導入、傍聴者用資料のペーパーレス
化、議会改革のための市民アンケー
トの実施、ママさん議会や高校生議
会の開催など、本区議会での取り組
みにない先進的な事例を学びまし
た。
　本視察を踏まえ、本区議会において
も様々な視点から調査・研究を行い、
引き続き議会のＩＣＴ化、議会改革を
推進していきます。

可児市議会議場にて

区議会だより254号(令和４年第４回定例会
号) のお詫びと訂正について

 令和５年１月１日発行の区議会だより254号の記載
に一部誤りがありました。
 深くお詫び申し上げ、次のとおり訂正させていただ
きます。

●２面 代表質問２段目の３・４行目
　【誤】「説明会やパブリックコメントを行った。」
　【正】「説明会やパブリックコメントを行い、」


